
1. はじめに 
　新得町は北海道のほぼ中央に位置する人
口約 6,400 人の東大雪の山々と日高山脈に
抱かれた自然豊かな美しい町である。
　町名の由来は、アイヌ語で「シットク・
ナイ」がなまったもので、山の肩または端
という意味や、アイヌの人たちがお酒を造
るための漆器を「シントコ」といい、これを
作るための土地だったとも言われている。
町の面積は広く、東京都の約 1/2 の 1,064 ㎢
あり、人口密度は6人/㎢で、総面積の約90％
が森林地帯になる。主な産業は農業と酪農
で特にそばの生産が盛んである。
　町は鉄道とともに発展し、現在も特急全
車が停車し、札幌から約 2 時間、帯広まで
約30 分と交通の便にも恵まれている。

２．新得町水道事業の概要

　新得町は昭和 41 年 11 月より給水を開始
し、水道事業と 2 つの簡易水道事業を営ん
でいる。
　河川を水源として新得浄水場から 1 日
2,500 ㎥の水を供給し、給水人口は 5,290
人で普及率は 98％となっている。
管路の総延長は 76.7km で取水から配水ま
で全て自然流下という特徴がある。

３．平成 28 年台風 10 号による被害
　北海道に台風が上陸することは多くない
が、平成28年は観測史上初めて 1 年間に台
風７号、9号、11 号の 3 つの台風が上陸する
という事態となった。
　また、台風 10 号は 8 月 29日～ 31日に北

海道に接近し、十勝地方に大雨による甚大
な被害をもたらした。
　新得町では上陸した 3 つの台風と合わせ
て 8 月 17日～ 31日で合計 595.5ﾐﾘの降雨量
を記録し、8月の総雨量は 613 .5ﾐﾘとなった。
平年の8月平均雨量は約 200ﾐﾘであり、平年
の約 3 倍の雨が降ったことになる。
　新得町での主な被害を表 1 および図 1 に
示す。
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表１　新得町における主な被害

図1　地理的条件図
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8 月 31 日 1：30 頃から 9 月 18 日まで
対象 2,636 戸　給水人口 5,290 人
8 月 31 日一時的に町内全域で発生
トムラウシ温泉周辺で 8 月 30 日から
9 月 23 日まで停電
新得市街地　６箇所
屈足市街地　４箇所
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標高差 約 300m
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解析雨量による降水量分布
8月29日00時～9月1日00時
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日高山脈沿いやぬかびら源泉郷
周辺で300ミリを超える降水量
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４．水道施設の被害
　今回の台風による豪雨により、水道事業
の給水区域に属する新得市街地と屈足市街
地の２つの地域全域の 2,636 世帯、5 ,290
人が断水となった。断水の原因は、取水施
設の損壊、導水管の一部流失により取水と
導水が不能となったことによる。
　
（１）取水施設の被害
　一級河川十勝川水系パンケシントク川支
流９号川の地表水を河床から取り入れる構
造となっている取水場の損壊により取水不
能となった。（写真 1）

　短期での復旧が困難な状況にあったた
め、今回損壊した取水場の下流にあり現在
は使用されていなかった旧取水施設に土砂
流入防止対策を行い、９月６日から取水を
再開した。

（２）管路の被害
　導水管では硬質塩化ビニル管が多く布設
されていたがその大部分が土砂の洗掘によ
り継手部が離脱して流失した。
　河川伏せ越し部の導水管（呼び径 200A
形ダクタイル鉄管）も埋設位置よりも深く
洗掘されたことにより継手部が離脱して流
失した。（写真 2）

　一方、橋梁に添架されていた導水管（呼
び径200 NS形ダクタイル鉄管）は、橋台背
面の土砂が洗掘されて管体が露出し、継手
の伸縮量が限界まで伸びた状態となってい
たが管体の損傷や継手の離脱等の被害はな
く通水機能は保持されていた。（写真 3）

　この導水管は、伸縮可とう管と耐震型ダ
クタイル鉄管で構成されており、高い伸縮
可とう性と離脱防止力が機能した。
　配水管では河川護岸が大きく洗掘されて
道路下の呼び径 200 硬質塩化ビニル管が流
失した（写真 4）。

18 19ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号

写真1　取水場の損壊状況 写真2　呼び径200 A形継手離脱状況

写真4　呼び径200硬質塩化ビニル管流失状況

写真3　呼び径200 NS形継手の状況

平成28年台風10号による豪雨被害でのGX形およびNS形（E種管）を用いた復旧
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1. はじめに 
　三沢市は本州最北端、下北半島の付け根
に位置し東西約 11km、南北約 25km、面積
約 119.87 ㎢の豊かな自然に恵まれたまちで
ある。本市の仏沼をはじめとする湿原群は
世界的に貴重な自然との評価を得てラム
サール条約に登録されており、県南の三沢
地域は古くからの馬産地で江戸時代には南
部藩の牧場として最大の「木崎の牧」があっ
たことで知られる。また当地域にあった旧
日本海軍三沢航空基地が太平洋戦争後に米
軍基地となったことで、本市は大きく変貌
することになった。
　現在、三沢市は全国有数の大空の街とし
て人口約 41,000 人とおおよそ 8,000 人の米
国人家族が暮らす、日米文化が融合した国

際都市として発展している。

2. 水道事業の歴史
　三沢市の水道施設は旧日本海軍三沢海軍
航空隊の軍用施設として整備されたのが始
まりである。昭和 20 年の終戦と同時に米軍
が進駐したことで管理は米軍に移管され、
昭和 25 年に米軍から基地内を除く施設が市
に移譲されたことで三沢市の水道事業は開
始された。
　現在、三沢市では安全で安心な水を安定
して供給するために、老朽管の更新や耐震
化などの施設整備を積極的に進めている。

3. 水道事業の概要
　本市の水道事業は計画給水人口41,460人に
対し給水人口が 40,290 人であり、計画給水量
は 16,820㎥/日、平均給水量は 13,136 ㎥ /日
である。
　配水管の総延長は290 ,894m、平成27年ま
でに耐震化された配水管の延長は 108,104
ｍ、耐震化率は 37.2% である。この耐震化
率は全国的に見ても高いが、その一方で石

綿管や塩ビ管などの非耐震管の比率も高い
という問題を抱えている。
　また本市が基幹管路と位置付ける導水、
送水管および呼び径 150 以上の配水管の総
延長は 130 , 627m であり、耐震管の延長が
72 , 862mであることから耐震化率は 55.8%
となる。

4. 試験施工
（1）背　景
　本市はこれまで呼び径 200 以上に NS 形・
GX 形ダクタイル鉄管を、呼び径 75～150に
水道配水用ポリエチレン管を主に採用して
きた。呼び径 75～150 で水道配水用ポリエ
チレン管を採用している理由は、ダクタイ
ル鉄管の耐震継手で主流であるGX形の耐震
性能を高く評価しつつも初期コスト面でわ
ずかに優位なためである。
　しかし、新たに開発された NS 形ダクタ
イル鉄管（E 種管）（以下、NS 形 E 種 ）は

三沢市　上下水道部

水道課　新設改良係　主事

駒沢　大地

三沢市　上下水道部

水道課　新設改良係　主事

駒沢　大地
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図1　三沢市の位置

図2　NS形E種の継手構造

ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号 NS形ダクタイル鉄管（E種管）本格採用に向けての検証

NS形ダクタイル鉄管（E種管）
本格採用に向けての検証

※）日本ダクタイル鉄管協会発行、リーフレット「耐震継手ダクタイル鉄管NS形E種管」より引用
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ダクタイル鉄管の優れた耐震性能を継承し
つつコストダウンを実現した管材として評
価できた。NS形E 種の継手構造を図 2、GX
形と NS形 E 種の性能比較を表 1 に示す。
　また、実際に 40～53年間使用したダクタ
イル鉄管を掘り上げて引張強さや伸びなど
の材質を試験した結果、長期間の使用でも
材質劣化が見られないこともNS形E 種を評
価する重要なポイントであった。特に、基
幹管路には長期耐久性と、高い信頼性をも
つ管の採用が重要と考えた。
　本市の一部区域には湿原が多く（写真 1）
掘削時に発生する大量の湧水は施工の妨げ
になるため、この地域の施工では工期の遅

延がしばしば問題となる。また、当地域は
積雪寒冷地であり、冬期の積雪や寒さによ
る路盤の凍結は掘削をはじめとする施工の
障害となる。一方で工程は予定通りに進め
る必要がある。そこで降雨やそれによって
増加する湧水、冬期の寒さや路面凍結、積
雪などが原因の工事遅延は極力避けたい。
　さらに、NS形 E種の接合実技講習会を受
講し、この管の高い施工性を評価した本市
の配管施工業者から、管種変更の提案が
あった。
　そこでNS形E 種を試験的に採用し、その
効果について検証することとした。

（2）概　要
　試験施工の位置を図3、概要を表 2に、実
際に施工した NS 形 E 種の配管図と施工日
を図 4 に示す。また比較のため、計画した
が実際には採用に至らなかった水道配水用
ポリエチレン管の計画配管図と推定作業日
数を図 5 に示す。
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表2　試験施工の概要
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① 耐震性能

② 外面塗装

③ ポリエチレンスリーブの有無

④ 使用水圧
　 （静水圧＋水撃圧）
⑤ 材料単価比率
　 建設物価2017.8 より引用

継手伸縮量：管長の±1%
離脱防止力：3DkN
許容曲げ角度：4°（地震時の最大屈曲角：8°）

外面耐食塗装
（亜鉛系合金溶射塗装）
一般的な埋設環境に
おいては不要

3.0MPa以下

・直　管：100%
・異形管：100%

・直　管：約70%
・異形管：約50～60%

1.3MPa以下

必要

合成樹脂塗装
（普通塗装）

項目 GX 形（S種、粉体） NS 形 E 種

図3　施工現場案内図

工事名 　　駒沢 5 号線外配水管布設替工事
工　期 　　H28.10.21 ～ H29.3.24
呼び径 　　150
管　種 　　NS 形 E 種 ( 異形管 GX 形 )
施工延長 　　300ｍ
土被り 　　0.8ｍ
掘削溝幅 　　55cm( 素掘り )
埋戻し土 　　購入土

第一配水場

第一配水場

第三配水場

第三配水場
第二配水場

（停止中・廃止予定）

北部配水場

北部配水区域
北部配水場

春日台配水場

春日台配水場

第一・第三・春日台配水区域

（仮称）南部配水場
（建設予定）

異形管には付属品を含まない。
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（3）結　果
1） 作業日数
　NS 形 E 種の布設作業は、接合時間が 1ヶ
所当り 5 分程度と非常に短時間だったこと
で問題なく完了した。この結果、呼び径
150布設延長300mの試験区間の施工に要し
た日数は 6 日で、１日の布設延長は平均 50m
であった。施工中の 6日間には雨天日（写真
2）も含まれたが、配管作業を中止する遅延
はなかった。

　NS形E種の実作業日と経過日数を表 3 に
示す。
　また、採用に至らなかった水道配水用ポ
リエチレン管の推定作業日数は 10日であっ
た。水道配水用ポリエチレン管の推定作業
日数を表 4 に示す。なお、NS 形 E 種の作業
期間には雨天日が 1 日あったので、条件を
揃えるために水道配水用ポリエチレン管の
作業期間にも雨天日があったものとして 1
日を追加した。
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写真2　NS形E種の雨天時の接合

表3　NS形E種の実作業日数

表4　水道配水用ポリエチレン管の推定作業日数

備考） 水道配水用ポリエチレン管の施工日数は、継手の作業時間を片受直管など接合が１か所のものが30分、EFソケットのように接合が2ヶ所のものが
　　  44分かかるとして、1日の実作業時間を4.5時間(図6)として推定した。

ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号 NS形ダクタイル鉄管（E種管）本格採用に向けての検証

作業区間
(NS形E種の
作業日で表示）

2月17日 16

7

15

7

7

2

54

30

30

30

30

30

30

480

210

450

210

210

60

1620

5

0

2

0

0

4

11

3

1

2

1

1

1

1

10

225

0

90

0

0

180

495

11時間４５分

3時間30分

9時間00分

3時間30分

3時間30分

4時間00分

45

45

45

45

45

45

2月18日

2月26日

2月28日

3月5日

3月8日

雨天による遅延

合　計

EF片受け直管等

接合口数
（口）

接合口数
（口）

1ヶ所の
作業時間

この区間の
作業時間

1ヶ所の
作業時間

この区間の
作業時間 所要時間 経過日数（日）

EFソケット等 日数（推定値）

2月17日

2月18日

2月26日

2月28日

3月5日

3月8日

合　計

18

7

16

7

7

5

60

90

35

80

35

35

25

300

1

2

3

4

5

6

6

作業日 直管（切管）布設本数
（本）

施工延長
（m）

経過日数
（日）図4　NS形E種の配管図と施工日

3月8日
6日目 5日目 4日目 3日目

2月28日 2月26日3月5日

2月17日の区間
1,2,3日目

2月18日
2日目

2月17日
1日目

3月8日の区間
9日目

2月26日の区間

3月5日の区間

5,6日目

8日目
2月28日の区間

7日目
2月18日の区間

4日目

図5　水道配水ポリエチレン管の計画配管図と作業推定日数
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５.　おわりに
　本試験施工では厳しい条件のなかで NS
形E種の優れた施工性が証明された。また、
工期短縮が図れることも確認できた。わず
かな工事費の増加で NS 形 E 種を用いた水
道管路の耐震化が図れることも確認でき
た。さらに、ダクタイル鉄管の高い管体強
度を活かして良質な発生土で埋戻しした場
合に、約 11％の工事費の削減につながる試
算も得た。
　NS形E種は、本市の財政が今後逼迫する
中で老朽管の更新や配水管の耐震化を推進
していかなければならないという、相反す
る課題を解決できる製品であると考える。
今後、本試験施工で採用が間に合わなかっ
た NS形E 種の異形管や呼び径100 の 5m 管
の検証も行い、積極的に NS 形 E 種を採用
していきたい。
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図7　施工費用の比較
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■ 材料費　■ 配管工事費　■ 土木工事費　■ 諸経費

施工費を11%削減できる

3）施工業者の感想
　試験施工を実施した施工業者はこれまで
水道配水用ポリエチレン管の施工が主だっ
たが、GX形やK形ダクタイル鉄管の施工経
験もあった。そこで施工終了後にこの業者
の協力を得て、当現場の主任技術者にアン
ケートを依頼した。
　その回答によれば接合の容易さはNS形 E
種と水道配水用ポリエチレン管は同等との
評価であった。
　雨天時や地下水がある場合の施工性は
NS 形 E 種が高評価であった。
　施工速度も NS 形 E 種の方が速いと評価
された。
　当初、厳しい評価を予想していた防食用
ポリエチレンスリーブの施工は、NS 形 E
種が軽量であり思っていたより簡単である
との評価を得た。

4）結果
　試験施工の結果、NS形E種は施工性に優
れる管であると判断できた。また、ダクタ
イル鉄管の耐震性能は平成 28年に改正され
た水道事業ガイドラインでも高い評価を得
ていた。そこで NS 形 E 種の全国での採用
実績も参考に、現在計画中の呼び径 150 と
呼び径 100 延長 360ｍの配水管に、継続し
て NS 形 E 種の採用を決定した。
　本市は配水管の埋戻しに購入土の使用を
標準としている。しかし、ダクタイル鉄管
は管体強度が高いので、良質な発生土で埋
戻しが十分可能と判断できる。本試験施工
の竣工図をもとに、発生土で埋戻した場合
の工事費を試算したところ、11％程度の工
事費の削減効果が期待できた。（図 7）
　そこで、今後 NS 形 E 種の継続的な採用
では、現地発生土での埋戻しも視野に入れ
てコスト削減につとめたいと考えている。
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1. はじめに 
　笛吹市は、明治時代の初めは百近くの村
から構成されていた。その後、明治・昭和
の大合併など幾多の変遷を経て、平成16 年
10 月 12 日に 6 つの町村（石和町、御坂町、
一宮町、八代町、境川村、春日居町）が合
併して誕生し、さらに平成 18 年 8 月1日に
芦川村を編入合併した。本市の総面積は
201.92 ㎢で、現在の人口は約 70,000 人で
ある。
　図 1 に笛吹市の位置図を示す。本市は甲
府盆地の東寄りに位置し、笛吹川に沿って
広がる平坦地を中心に、南に広がる緩やか
な丘陵地、北側の秩父山系から連なる大蔵
経寺山や兜山、南側の御坂山地に囲まれた
まとまりのある盆地地形となっている。

　本市の土壌は肥沃で排水がよく、日照時
間が長いことに加え昼夜の気温差が大きい
など、果樹栽培に適した土地である。桃・
ぶどうは栽培面積、収穫量、出荷量のいず
れも全国市町村ランキング 1 位を誇ってい
る。歴史ある日本の果樹栽培を先導してき
た先人の偉業をたたえ、全国に誇れるすば
らしい果樹郷を守り、さらに発展させるこ
とを誓い、平成 17 年 10 月に「桃・ぶどう
日本一の郷」を、平成25年 4 月には「日本
一桃源郷」を宣言している。
　また、本市では、ハートフルタウン笛吹
～優しさあふれるまち～を目指し、上下水
道対策をはじめとするインフラ整備や、災
害に強い安全な備えづくりとしての防災・

防犯対策など、「100 年続くまちづくり」を
推進している。

2. 水道事業の沿革
　本市の水道事業は地域毎に整備を進めて
きた簡易水道事業を統合し、さらに町村合
併による上水道事業などの統合によって、
平成 20 年度に創設した。平成 20 年 4 月か
らは峡東地域広域水道企業団の用水供給を
受ける一方、広瀬ダムを原水とする境川浄
水場、御坂浄水場を建設し、送水系統の統
合や配水区域の見直しを推進してきた。統
廃合に伴う現在の送水運用ルートを図 2 に
示す。送水運用ルートの送水管路整備は大
部分が終了し、あと 1～2 年での完成を目指
している。
　なお、本市給水人口の変動は現在、若干
の減少で推移しており、コストの面から配
水用ポリエチレン管（以下、ＰＥ管）での更
新を主としていた。

３．採用管種の見直し
　本市における管路の大部分は塩化ビニル
管で布設されているため、基幹管路の耐震
化率が 10.2％と低く、大規模な地震が発生
した場合には多数の漏水が避けられない。
　この老朽管路を計画的に更新すること
で、管路の耐震化率を向上させたい。更新
の際、採用する管種としては、平成 24 年
度から呼び径 150 以上は耐震型 GX形ダク
タイル鉄管（以下、GX 形管）を、呼び径
100はＧＸ形管と PE管の使い分け、呼び径
75 以下は PE 管としていた。
　しかし、厚生労働省の「平成 25 年管路の
耐震化に関する検討会」による『管路の耐
震化に関する検討報告書』（平成 2 6 年 6 月発
行）では、PE 管は使用期間が短く、被災経
験が十分でないことから、十分に耐震性能
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が検証されるには、なお時間を要するとさ
れており、管路の耐震管率の算出において
は＊（アスタリスク）を付けて区別して計
上する必要がある。そのため、公営企業部
内での検討の結果、材質劣化が無く長期耐
久性が実証されている耐震型ダクタイル鉄
管をメイン管材として採用していくことと
した。
　表 1 に、呼び径別採用管種の一覧を示す。
なお、基本的には呼び径 75 以上をダクタイ
ル鉄管とした。また、重要幹線、地盤の悪
い地域については呼び径によらず GX 形管
を採用している。

４．NS形ダクタイル鉄管（E種管）の採用
　今後、給水人口の増加が見込めない中、
更新対象の管路は増加していく。そのため、
限られた財政の中で管路の耐震化率を向上
させるためにもNS形ダクタイル鉄管（E 種管）

（以下、NS 形 E 種管）の採用で施工量を伸
ばしていく必要があると考え、平成 28 年
度に呼び径 75 の 3 工区について試験施工を
実施した。写真１～４に、NS 形 E 種管の施
工状況を示す。直管、異形管ともに重量が
軽くなったこともあり、現場での取り回し
がしやすく施工性が良くなった。
　平成 29 年度には、NS 形 E 種管の呼び径
75および呼び径100の施工を予定している。
特に、呼び径 100 については新たに直管定
尺長 5ｍ管がラインアップされており、5ｍ
直管の使用による経済性および施工性の確
認をすることにしている。

５．おわりに
　耐震型ダクタイル鉄管は、過去の大地震
で被害がなく、複数回の地震においても耐
震性が検証されており、安全で安心できる
強靭な管路構築を実現できる。さらに、将
来の更新を念頭においた場合、イニシャル
コストだけで考えるのではなく、長期耐久
性が検証され、長寿命の実現により、ライ
フサイクルコストを低くすることができる
耐震型ダクタイル鉄管は、本市で推進して
いる災害に強い安全なインフラ整備による

「100 年続くまちづくり」の実現に大きく貢
献できるものと考える。
　今後は、呼び径 75 および呼び径 100 の
一部で使用していた PE 管を NS 形 E 種管
に変更する予定であり、その中でも、主要
幹線や重要路線については GX 形を使用し
ていく。
　最後に、分譲地区等の取り込み部におい
ては呼び径50を開発行為で使用することが
あるため、NS 形 E 種管の呼び径 50 がライ
ンアップされることを期待する。
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１．はじめに
　静岡県企業局では工業用水道事業、水道
事業、地域振興整備事業を行っている。
　工業用水道事業は７事業展開しており、
その１つである静清工業用水道は、昭和 16
年に給水を開始した静岡県で最も古い工業
用水道である。
　静清工業用水道は新東名高速道路新静岡
インター付近（静岡市葵区門屋）の安倍川
の伏流水を水源とし、安倍川以東の静岡市
葵区・駿河区、清水区三保までの静清地区
に自然流下方式により送水している。水質
は水温15.7℃、濁度0.2度、PH7.3（平成 24
～28年度平均）である。
　平成 22 年に発生した漏水事故をきっかけ
に、昭和 20～ 30 年代に布設した老朽管路

の布設替工事を行っている。一方で、新規
ユーザーの確保にも努めている。
　今回、新規ユーザーへの給水を行うため
の配水管路の一部に S50 形ダクタイル鉄管
を採用した。S50 形ダクタイル鉄管採用の
経緯と施工について紹介する。

２．採用の経緯
　企業局では管路の新設および更新に当た
り地震をはじめとする災害時においても安
定した給水を維持するため、耐震管を使用
している。
　企業局の水道施設は、「水道施設耐震工
法指針・解説 2009 版」（社団法人日本水道
協会）で規定される、重要な水道施設であ
ると位置づけ、管理する管路の重要度区分
はランクＡ１とし、保持すべき耐震性能は

「レベル１地震動に対しては耐震性能１」
かつ「レベル２地震動に対しては耐震性能
２」としている。
　「管路の耐震化に関する検討会報告書（平
成19 年３月）（厚生労働省）」によれば、管種・
継手ごとの耐震適合性では「管路基幹管路
が備えるべき耐震性能」として、「レベル
２地震動に対しては耐震性能２」に相当す
る「レベル２地震動に対して、個々に軽微

な被害が生じても、その機能保持が可能で
ある」と区分されるのは、ダクタイル鉄管

（NS 形継手等）および鋼管（溶接継手）で
ある。
　従って、現在のところ静岡県企業局で耐
震管と認められるものはダクタイル鉄管

（NS 形継手等）および鋼管（溶接継手）と
なる。
　このため、これまで企業局管路の最小口
径は配水量に関わらず、ダクタイル鉄管

（NS形継手等）の呼び径75または水道用鋼
管 80Ａを採用していた。
　今回対象ユーザーの計画使用水量は
200㎥/日であり、これを基に水理計算により
求めた必要口径は 50 ㎜であった。
　従来であれば、コスト比較の上前述した
いずれかの管を採用するが、平成 25 年８月
に S50 形ダクタイル鉄管が規格化されたこ
とにより、呼び径 50 の耐震管の使用が可能
となった。これにより、材料・施工ともに
コストの低減が図れた。

３．工事概要
　平成 29 年度　堀込支線　配水管布設工事
　施工延長 L＝554.4ｍ

［共有区間］
　管　種：GX 形ダクタイル鉄管 S 種管
　呼び径：150、布設延長 L＝299.7ｍ

［単独区間］
　管　種：S50形ダクタイル鉄管
　呼び径：50、布設延長 L＝259.2ｍ

［その他施設］
　空気弁室：５箇所
　制水弁筐：４箇所

静岡県企業局

東部事務所　工務課　主査

大川 美佐代

静岡県企業局

東部事務所　工務課　主査

大川 美佐代
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４．S50形ダクタイル鉄管の施工
　今回の工事では GX 形と S50 形の施工を
実施したため、GX 形との比較を交えなが
ら、S50 形の施工について現場の声を紹介
する。なお S50 形について、事前に現地に
て技術講習を受けた後、実施工とした。

（1）「GX 形の直管は、管挿口を受口に預け
　　た後、レバーホイスト１本で管を引き
　　込むことができるので、接合は非常に
　　容易である。S50 形直管は、人力によ
　　り管を挿入した後、ボルト締め付け作
　　業のみで接合が即時にできるため、接
　　合作業時間は短く、GX 形同様、容易
　　に作業ができた。」
　直管の接合方法が、GX 形はプッシュオ
ンタイプに対し、S50 形はメカニカルタイ
プと異なるが、接合作業はどちらも容易で
あった。

　S50 形は、直管はロックリングを内蔵し
たメカニカル継手により、異形管および切
管部はすべて抜け止め押輪を使用すること
により、離脱防止性を確保している。いず
れもメタルタッチ接合によりトルク管理が
不要。　
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写真２　GX形接合作業状況

写真4　メタルタッチ確認状況

写真３　S50形接合作業状況

図２　プッシュオンタイプ（GX形直管）

図３　メカニカルタイプ（S50形）

図４　離脱防止構造（GX形）

写真１　技術講習の様子
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（5）その他
　直管 1 本当たりの重量が 40kg なので作業
員二人で人力での運搬布設が可能である。
　メカニカル継手であるため、湧水や降雨
などの水がある場合でも施工が可能であっ
た。

５．おわりに
　S50 形ダクタイル鉄管が規格化されたこ
とにより、最小口径 50mm について耐震管
での施工が可能となり、材料・施工ともに
コストの低減を図ることができた。
 Ｓ50 形の施工は非常に簡単であるため、Ｇ
Ｘ形の施工経験があれば配管作業は問題な
く可能であると判断できる。
　一方で、新たに呼び径50 の配水管路が加
わったことにより、維持管理のための備蓄
資材の整備も検討していかなければならな
い。
　今後も計画的に安心で強靱な施設の更新
と効率的な維持管理により、良質な工業用
水の安定供給に努めたい。

（2）「小口径のため、管内の清掃が困難なの
　　 で材料の保管には、注意が必要。」
　接合要領「管の清掃」では、「受口溝の異物
を取り除き、挿し口外面の端面から約 30cm
の間および受口内面に付着している油、砂、
滑剤、その他の異物をきれいに取り除く」
と記載されている。本工事では材料の保管
時、管材出荷時のキャップを布設直前まで
つけたままにし、管内に汚れが入らないよ
う対策を行った。

（3）「呼び径50用のポリエチレンスリーブが
　　 無いため、施工に手間がかかる。」
　本工事では、呼び径 75 用のポリエチレン
スリーブを使用した。あらかじめ管にポリ
エチレンスリーブを設置することで、掘削
箇所内での作業を最小とした。

（4）「異形管の種類が少ない。」
　GX 形に比べ、異形管の種類が少なく、特
に両受曲管がないため、乙切管（受口無し）
の使用に苦慮した。

写真５　接合前清掃状況

写真７　異形管ほか使用材料

ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号 S50形ダクタイル鉄管の施工について

写真６　ポリエチレンスリーブ施工状況

表 1　異形管の種類

二受 T 字管
片落管

90°曲管
45°曲管

22° 1/2 曲管
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5° 5/8 曲管
45°両受曲管

22° 1/2 両受曲管
フランジ付 T 字管
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※はメーカー規格あり
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接合形式
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１．はじめに
　奈良県では、水道事業を取り巻く経営環
境の悪化、具体的には「水需要の減少」「施
設更新需要の増大」「技術力の低下」とい
う３つの課題に対処するための方策につい
て取りまとめた「県域水道ビジョン」を平
成 23 年 12月に策定した。
県域水道ビジョンでは、県域を地勢や自然
条件から、県営水道が水道用水供給を行う

「県営水道エリア」、市町村の水源のみで水
道事業を行う「五條・吉野エリア」、簡易
水道事業のみを運営する「簡易水道エリア」
の３つのエリアに分類し、それぞれのエリ
アで広域化のモデル案を提案している。
　ここでいう「県域水道」とは、県営水道
と市町村水道を一体と捉えたものであり、

県域全体で水道資産を最適化する「県域水
道ファシリティマネジメント」に取り組む
ものである。　　
　水道事業は水道法上、市町村が行うこと
が原則とされているが、県営水道に相当大
きな水道資産が存在することから、県が
リーダーシップを発揮して県営水道の水道
資産の有効活用を図り、県と市町村の連携、
市町村間の連携など広域的な観点から県域
水道の効率化を進めている。
　本稿では、『県営水道エリア』における
以下の３つの取組について紹介する。
・県水転換による水源の適正化
・直結配水による配水システムの効率化
・広域化の推進

２．県水転換による水源の適正化
　まず、市町村が浄水場を更新した場合と、
浄水場を廃止し県営水道に水源を 100％転
換した場合での経営シミュレーションを県
独自で実施し、いわば水道事業基盤強化に
向けた「処方箋」を作成して、受水 24 市
町村に提案し協議を行った。当然ながら、
自己水維持が有利という分析結果が出る市

町村もあったが、県としては市町村が最も
メリットの出る方策を提案するというスタ
ンスで協議に臨んだ。
　また、平成 25 年度に県水転換を推進する
ために、県営水道の料金を従来の 140 円/㎥
から 10 円 /㎥値下げして 130 円/ ㎥とし、
さらに市町村毎に設定した基準水量以上の

奈良県水道局
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６．今後の展望
　これまでの県域水道ファシリティマネジ
メントでは、県水転換や直結配水といった
県と個別市町村との１対１の取組や、地域
単位の広域化を進めてきたが、県域全体で
の更なる水道事業の基盤強化に向け、昨年
10 月に『県域水道一体化構想』を打ち出し
た。構想では県域水道一体化の方向性とし
て以下の６項目を掲げた。

　今後は、県と県営水道および市町村が互
いに協力しながら、この構想の実現に取り
組んでいきたい。

図６　上牧町、王寺町および河合町における施設共同化

５．広域化の推進（その２）
　上牧町・王寺町・河合町では、配水池の
老朽化を契機に、県が中心となり３町と共
に、配水池を共同活用する検討を行ってき
た。具体的には県が３町の緊急貯留容量を
確保することとし、配水池を３町で共同活
用する施設共同化の合意が成立し、平成 29
年 10月に３町および県で覚書を締結した。
　施設共同化では、配水池の必要容量 12 時
間分の内、６時間分を県が確保し、配水
池に余裕がある町の余裕容量を県が活用す

ることとしている。配水池を活用させた町
では、その対価を県から毎年受け取ること
ができる。また、配水池の更新時期を迎え
ている町では、配水池容量をダウンサイジ
ングして更新することが可能となり、投資
費用が抑制できる。
　このように、両ケースとも町間の調整を
県が行うことによって、各町共にメリット
のある施設共同化が実現した。

ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号 県域水道ファシリティマネジメントの取り組みについて

　　《県域水道一体化の方向性》
①　県営水道と市町村上水道の統合検討
②　浄水場・配水池の統廃合による更なる集約
③　管路のダウンサイジング
④　広域監視の検討や各種システムの共同化
⑤　水質管理の統合
⑥　簡易水道の受皿組織検討

王寺町配水池

王寺町

：更新しない県営水道
　送水管
：県営水道送水管

管路更新計画
の中で整備

県水送水管の効率化
（更新区間の見直し）

河合町西大和配水池（第1受水地）
・更新（ダウンサイジング）
・配水池併用型直結配水を導入

河合町第一配水池
・耐震化（更新）
・受水地点に追加
（第2受水地）

河合町

浄水場廃止

浄水場廃止

上牧町配水池

上牧町

御所
浄水場

桜井
浄水場
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1. はじめに 
　高松市の上水道事業は全国で 40 番目とな
る大正10 年に給水を開始し、その後の人口
増加や生活水準の向上等による水需要の増
大に適切に対処していくために、8 期に及
ぶ拡張事業を経て、新たな水源の確保と施
設整備の推進等を行ってきた。
　また、平成 17 年度には 1 市 6 町が合併し、
平成23 年度の塩江簡易水道事業の統合を経て、
現在の給水人口は約 41.8 万人となっている。
　しかし、近年は、お客様の節水意識の向
上や人口減少等により将来的な水需要は減
少傾向にあることから、施設の拡張ではな
く、老朽施設の更新、管路の耐震化やダウ
ンサイジングなど、施設を適切に維持管理
していくことが求められている。

　本市では、これらの状況を踏まえ、平成
42 年度を目標年次として水道施設整備事業
を進めている。

高松市上下水道局

水道整備課　改良第一係長

小林　弘幸

高松市上下水道局

水道整備課　改良第一係長

小林　弘幸
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図１　高松市の管網概要図

表１　水道施設整備事業の概要（平成 27 年変更認可）

( ア ) 目標年次 　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 42 年

( イ ) 計画給水人口 　　　　　　　　　　　　　　　　　417,500 人

( ウ ) 計画給水量（1 日最大給水量） 　　　　　　　　154,500 ㎥

( エ ) 施工予定年次 　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 27 年～平成 42 年度（15 年間）

表２　平成 28 年度末現在　高松市上下水道局耐震化率算出表（良質地盤の K 形継手管を含む）

使用区分

配水支管 196,706

284,877

2,056,975

2,281,940

9.56

12.48

88,171
（内 ,K 形継手 41,200）

224,965 39.19基幹管路

全　　体

耐震管路延長（ｍ） 全管路延長（ｍ） 耐震化率（％）

～呼び径７５NS形ダクタイル鉄管（E種管）の施工～

旧高松
香川町
国分寺町
香南町
庵治町
牟礼町
塩江町
導水管
送水管

図 2　年間給水量および給水人口の推移
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図３　年度別 配水管布設延長と総延長
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写真１　NS形 E種管の施工状況

６．まとめ
　今回実施した試験施工箇所における経済
比較では、ＮＳ形Ｅ種管がライフサイクルコ
ストの面で配水用ポリエチレン管よりも安
価であり、長期的な視点で考えた場合にメ
リットがある結果となった。

　今後は、現場条件が異なる他の工事箇所
でも試験施工を実施し、更に施工性等につ
いての検証を継続して行うことで、最適な
管種選定を行い、効率的な老朽管の更新・
耐震化を図りたい。

写真２　下越し箇所の施工状況

５．ＮＳ形Ｅ種管の試験施工
（１）工事概要
工 事 名 ： 牟礼町口径 75mm 配水管布設工事
管     種 ： ＮＳ形Ｅ種管
呼 び 径 ： 75 ㎜
施工延長 ： 110m
特記事項 ： 水路下越し工（2ｍ）

（２）施工性評価
　NS 形 E 種管は、GX 形の施工性の良さを
継承しつつ、更に軽量化されており、NS 形
E種管を初めて施工する作業者でも問題なく
施工を完了することができた。また、当該
現場の水路下越し箇所については、想定以
上に湧水が多く、作業環境がよくなかった
が、異形管のショートボディー化と大幅な
軽量化により施工時の負担が軽減され、作
業者の感想も「作業時の負担が軽減された」
と、大変好評であった。

ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号 安心して、いつでも、いつまでも使える上水道を目指して
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写真２　下越し箇所の施工状況

５．ＮＳ形Ｅ種管の試験施工
（１）工事概要
工 事 名 ： 牟礼町口径 75mm 配水管布設工事
管     種 ： ＮＳ形Ｅ種管
呼 び 径 ： 75 ㎜
施工延長 ： 110m
特記事項 ： 水路下越し工（2ｍ）

（２）施工性評価
　NS 形 E 種管は、GX 形の施工性の良さを
継承しつつ、更に軽量化されており、NS 形
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ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号 安心して、いつでも、いつまでも使える上水道を目指して

水
路
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『ミニさっぽろ』で水道局の仕事を体験！

戊辰150周年、先人の思い受け継ぐ

　札幌市水道局では、小学３・４年生向けの職業体験イ
ベント「ミニさっぽろ」に出展しています。
　水道局ブースは毎回満員の大盛況で、子どもたちは
水道局の仕事紹介に熱心に耳を傾け、漏水修理や水道
メーター検針の仕事体験にも一生懸命取り組んでいま
した。
　今回は日本ダクタイル鉄管協会からお借りした模型
等も展示して配水管の耐震化を紹介するコーナーを設
け、保護者の方々にも水道事業への理解・関心を深め
て頂きました。

　會津水援隊は水道事業の応援隊です。水道ＰＲ隊士として
の活動のほか、まちなかの異変（漏水）を発見したら通報す
るまちなか見廻り隊士としての役割を担っていただいていま
す。平成29年６月には結成式が行われ、隊士を代表して大学
生が水援隊宣言を行い、水道事業管理者から隊士証が交付
されました。加入いただいている隊士は２００名を超え、「水
援隊通信」による様々な情報提供・発信のほか水道教室や防
災訓練などを開催し、まずは水道への関心、知識を深めてい
ただく取り組みを行っているところです。また、隊士それぞれ
が気軽に活動できるよう、コミュニケーションサイトや通報シ
ステムなどＩＣＴを活用した環境も整えています。
　今年は戊辰150周年です。義を尊ぶ会津の人々の心意気は
會津水援隊をとおして水道事業にも生かされようとしていま
す。本市では戊辰150周年記念事業が様々予定されておりま
すが、４月22日には会津若松市水道事業90年・新滝沢浄水
場完成記念イベント「水道の祭典～次世代への『膜』明け～」
も開催しますので、ぜひお越しください。ご来場をお待ちして
おります。

札幌市水道局

会津若松市水道部

結成式で隊士証を受け取る隊士

市総合防災訓練　水道の防災情報

水道教室　ろ過装置づくり
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「納得」もらえる広報を

　日本最長の山脈、奥羽山脈。この最高峰であり日本百名山
の一つとして知られる秀峰岩手山の、豊かな地下水を水源と
しているのがわがまち滝沢市です。当市はこの優れた水質の
水道水と、これを未来に渡って安定供給していくための水道
事業の重要性を、機会を捉えてＰＲしております。主な事業は
次のとおりです。

滝沢市上下水道部

4コママンガやクイズなどでイラストを多用。若年
者も楽しめる工夫を

耐震管模型と説明パネル
宝探しクイズの答えを知るには水道事業の勉強
が必要

滝沢市の誇る水源・大湧口
（岩手山の地下水湧水地）

岩手山麓湧水地めぐりより
岩手山麓の清らかな湧水で育ったイワ
ナを試食！

岩手県

青森県

秋田県

宮城県
山形県

滝沢市

①「読んでもらえる広報」をめざす
　読んでもらってなんぼの広報誌。若者や
子供にも興味をもってもらうため、４コマ漫
画や読み物的な記事で目を惹く工夫をして
います。（※年2回、8月と12月に発行）

②市のまつりに参加、利用者と直接触れ合う
　市のイベントである「産業まつり」に上
下水道ブースを出展。日本ダクタイル鉄管
協会のご協力による耐震管の簡易手動模
型やパネルを展示。展示内容をもとに出
題する「宝探しクイズ」や、「水の工作コー
ナー」などを通して、利用者と直接ふれあ
いながら水道事業をＰＲしました。

③目で見て学ぶ！施設見学会
　平成29年度は「水循環の旅」をテーマに、水道水
源から下水の終末処理場まで、一連の水循環の仕組
みを利用者に見学していただきました。
　毎年、テーマを選んで利用者に施設等の見学会を
開催しており、実際に足で歩き目で見ていただくこと
で、水道事業に理解を深めていただいています。昨年
の「岩手山麓湧水地めぐり」も大好評でした。
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茨城県下水道課

「いばらき 水の天使」

　「いばらき 水の天使」は、茨城県における下水
道のイメージアップや普及促進を図るために活動
をする協力員です。
　茨城県の下水道は、普及率・接続率ともに全国
平均を大幅に下回っています。このため普及促進・
接続率向上の新たな取り組みの一環として、全国
で活躍するミス日本「水の天使」に着目し、ネーミ
ングの使用に了解をいただき平成27年１月に誕生
しました。
　現在は２代目となる二人が、県民の皆さんに下
水道の重要な役割などを知ってもらうきっかけとな
るよう、県内各地の市民祭といったイベントで下水
道のＰＲを元気に行っています。

「いばらき 水の天使」は次の３団体連名で委嘱し
ています。
　・茨城県下水道協会
　・全国町村下水道推進協議会茨城県支部
　・茨城県下水道整備促進協議会

2代目「いばらき　水の天使」
左：志賀春香さん　右：平野瑞季さん
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瀬戸市水道課

瀬戸市総合防災訓練

　平成29年８月27日（日）午前９時から、愛知県
瀬戸市の中学校グラウンドにて、市民向けの総合防
災訓練が行われました。自衛隊、警察、消防などの
指導の下、実際の災害現場さながらに、市民の方々
が真剣に訓練を受けていらっしゃいました。
　そんな中、水道分野でも災害への備えが非常に重
要であることをご理解いただくために、瀬戸市管工
事業協同組合や日本ダクタイル鉄管協会、継手メー
カーにご協力いただき、災害に強い水道管（耐震型
ダクタイル鉄管）や、不断水管内調査カメラなどの展
示を行いました。
　今後も、水道施設更新の重要性を積極的に訴え
ていき、市民の方々とともに、災害に強い瀬戸市を
作っていければと考えております。

高槻市水道部

「第29回水道書道展」を開催しました

　高槻市水道部では、毎年、市内在住の小中学生
を対象に、水道にまつわる課題字を設定した「水
道書道展」を開催しています。
　今回は、日頃意識することが少ない水道管のこ
とを考える機会となるよう、「管網整備」・「耐震
管路」等を課題字とし、日本ダクタイル鉄管協会の
ご協力により耐震管模型や手動模型の展示を行う
ことで、管路の耐震化、更新工事の必要性、それに
伴う工事協力についてPRし市民の皆様に理解を
深めていただきました。
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水道事業防災訓練を実施

富田林市上下水道部

　富田林市上下水道部では、平成29年11月26日(日)
初の試みとして住民参加型の水道事業による防災訓
練を実施しました。訓練の概要として、水道管の老朽
化等に伴う漏水事故が発生したと想定し、富田林市
南部の蒲地区23世帯を対象に実際に断水作業を行い
ました。水道事業危機管理対策本部を立ち上げ、蒲地
区にある公園にて拠点給水所を設けて実際に住民に
足を運んでもらい、そこで応急給水活動や、水道への
知識と理解をもっていただくための啓発活動を実施し
ました。
　拠点給水所では、日本ダクタイル鉄管協会の協力の
もと、現在の水道管のカットサンプル、耐震体験管、
水道管の手動模型等を展示していただきました。また
職員による簡易ろ過装置の実演や、富田林市が現在
運用している3水源の水の飲み比べを行いました。職
員もより実践に近い訓練ができ、また多数の住民に参
加していただき、水道について知ってもらういい機会
になりました。
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２９年度第１回ＯＢアドバイザー制度の実施

　鹿児島市水道局では、平成27年度から世代間の技
術継承を充実させることを目的にＯＢ職員を講師とし
た研修を実施しています。今年度は、１１月１４日に土木
職のＯＢ職員を講師に、「水道管路等の維持管理等」と
題して、２５人の参加者のもと実施しました。
　当日は、ＯＢ職員の災害時の体験談や水道への熱い
想いなど貴重なお話を研修室で聞いた後、水道管の切
断位置の確認やスコップの使い方などＯＢならではの
実技研修を行いました。
　参加者からは、「水道局の職員として誇りを持って仕
事をされているのを強く感じた。維持管理の職場で従
事する自分にとってとてもいい研修だった。」などの感
想があり、改めて水道技術を継承していくことの大切さ
を認識することができた一日となりました。

鹿児島市水道局

福山市上下水道局

～災害に備えて～
「ライフライン防災教室」の実施

　福山市上下水道局では、災害時に役立つ知識を
蓄え、防災意識を高めることを目的とした出前授業
『ライフライン防災教室』を市内小学校で実施し
ました。
　この取組は、ライフラインを担う上下水道局・中
国電力㈱・福山ガス㈱・西日本電信電話㈱の４事
業者が合同で実施したもので、広島県内では初め
ての開催となります。
　授業では児童を４つの班に分け、それぞれの班
が各事業者のブースを巡っていく方法で行い、上下
水道局では水道管の耐震化や災害用備蓄水、マン
ホールトイレなどの災害対策を体験を交えて説明
するとともに、家族の人に防災対策の必要性につ
いて伝えるようお願いしました。
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Q：T字管の枝管側にバルブが連結されてい
る場合、バルブの一体化長さを確保するの
でしょうか？

A：T字管の枝管とバルブの間が一体化されて
いる場合は、T字管の早見表の一体化長さ
を適用して下さい。

Q：曲管が異方向に連結している場合、一体
化長さはどう考えればいいですか？

A：曲管が異方向に連結している場合は、そ
れぞれの曲管の角度で一体化長さを確保
して下さい。

Q： 既設管との連絡部の一体化長さはど
う考えればいいですか？

A： K形等の一般継手管路の既設管との
連絡部においては、曲管から連絡部ま
での距離が、a)早見表の2倍の長さ も
しくは b)計算による従来の長さ を確
保出来ていれば、早見表の一体化長さ
を確保して下さい。

 ※a)もしくはb)の距離が確保出来てい
ない場合は、曲管部に防護コンクリー
トを打設して下さい。

　鎖構造管路では、異形管前後の管を離脱防止継手で一体化し、管と土との摩擦力や管背面の地盤反力、あるいは離
脱防止継手の曲げ剛性で不平均力を保持する方法が採用されています。この一体化長さの設計については、小口径耐
震管路では煩雑な計算を極力減らし、設計を従来よりも簡略化するために早見表が導入されており、日々の設計業務
にご活用頂いております。
　しかしながら、この早見表も配管パターンによる一体化長さの考え方が様々あり、分かりづらいという声も多く寄
せられてきました。そこで、より簡単に一体化長さの考え方を理解して頂くため、モデル管路を用いた検討事例を
Q&A形式で下記の資料にまとめました。協会ホームページにも掲載しています。

呼び径 150

設計水圧 0.75MPa

土被り 0.8m

土の単位体積重量 16kN/㎥

管と土の摩擦係数 0.3

注)  1．単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保する。
 2．枝管の呼び径で判断し、枝管側に表中の一体化長さを確保する。

なお、本管側の一体化長さは呼び径によらず両側とも1mとする。
備考)  1．適用条件は以下の通りである。
  ①設計水圧  ： 1.3MPa以下
  ②土被り ： 0.6m以上
  ③埋戻し条件 ：一般的な埋戻し土でN値5程度以上の締固め
 2．表中の設 計 水 圧は、0.75MPaは0.75MPa以下の場合、

1.3MPaは0.75MPaを超え1.3MPa以下の場合に適用する。な
お、設計水圧は静水圧と水撃圧を加えたものとする。

 3．曲管が2個以上の複合曲管部で90°を超え112.5°以下の角度で
あれば表の45°を超え90°以下の曲管部の一体化長さをそのま
ま適用出来る。ただし、112.5°を超える角度については管端部
の一体化長さを用いる。

各種パターンによる一体化長さの考え方について

モデル管路の検討条件

曲管部およびT字管部の早見表

誌上講座

5

6

6

7

7

5

呼び径

曲管部1）

T字管部2）
22.5°以下

22.5°を超え
45°以下

45°を超え
90°以下

設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa）

0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

75

1
1

1

1

1
4

1

1
100 5

150
4

6
6

200 8

250 2 6 11 2 7

300 2 7 7 16 7 13

単位:m

各種パターンによる
一体化長さの考え方
【GX形】

呼び径75〜300
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Q：複数曲管が同方向で連結している場
合、一体化長さはどう考えればいいで
すか？

A：複数曲管が同方向に連結している場
合は、全ての角度を足し合わせて曲
管の角度とし、一体化長さを確保して
下さい。

Q：バルブが一体化長さの範囲に複数ある場合、それぞれの一体化長さ
を確保するように考えないといけないのでしょうか？

A：バルブが複数ある場合は、バルブひとつ分の一体化長さを確保して
下さい。（一体化長さに異形管（仕切弁等含む）の長さは含めない）

Q：曲管が連続する場合、一体化長さは
どう考えればいいですか？

A：曲管が連続している場合は、連続し
ている一番最後の曲管の角度の一
体化長さを確保して下さい。

備考)  1．計算条件は以下の通りとした。
  ①土の単位体積重量：16kN/㎥　②管と土の摩擦係数：0.3
 2．計算結果は0.5m単位で切り上げた。
 3．一体化長さは大管側のみで確保する長さである。
 4．土被りは大管側の土被りとした。

備考)  1．計算条件は以下の通りとした。
  ①土の単位体積重量：16kN/㎥　②管と土の摩擦係数：0.3
 2．計算結果は0.5m単位で切り上げた。
 3．仕切弁部の一体化長さを確保する位置は片側のみで確保する場合である。

大管側 小管側

管端部および仕切弁部の早見表（計算値）

片落管部の早見表（計算値）

1
Q：管路末端部の近傍に曲管がある場

合、一体化長さはどのように確保
すればいいですか？

A：曲管の一体化長さを適用するので
はなく、管端部の一体化長さを確
保します。また、曲管の両側に管端
部の一体化長さを分けて確保して
も構いません。（一体化長さに異
形管の長さは含めない）

1

2

3

3

2

4

4

呼び径
土被りh＝0.6m 土被りh＝0.8m 土被りh＝1.0m 土被りh＝1.2m 土被りh＝1.4m

水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa）

大管 小管 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

100 75 3.5 6.0 3.0 4.5 2.5 4.0 2.0 3.5 1.5 3.0

150 100 6.5 11.0 5.0 8.5 4.0 7.0 3.5 6.0 3.0 5.0

200 150 6.5 11.0 5.0 8.5 4.0 7.0 3.5 6.0 3.0 5.5

250 200 6.5 11.0 5.0 8.5 4.5 7.0 3.5 6.0 3.0 5.5

300 100 18.0 31.5 14.5 25.0 12.0 20.5 10.5 17.5 9.0 15.5

300 150 15.5 26.5 12.0 21.0 10.0 17.5 8.5 15.0 7.5 13.0

300 200 11.5 19.5 9.0 15.5 7.5 13.0 6.5 11.0 5.5 9.5

300 250 6.5 10.5 5.0 8.5 4.0 7.0 3.5 6.0 3.0 5.5

呼び径

土被りh＝0.6m 土被りh＝0.8m 土被りh＝1.0m 土被りh＝1.2m 土被りh＝1.4m

水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa）

0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

75 7.5 12.5 5.5 9.5 4.5 8.0 4.0 6.5 3.5 5.5

100 9.0 15.5 7.0 12.0 5.5 9.5 5.0 8.0 4.0 7.0

150 12.5 21.0 9.5 16.5 8.0 13.5 6.5 11.5 6.0 10.0

200 15.5 26.5 12.0 20.5 10.0 17.0 8.5 14.5 7.0 12.0

250 18.5 31.5 14.5 25.0 12.0 20.5 10.0 17.5 9.0 15.0

300 21.0 36.0 16.5 28.5 14.0 24.0 12.0 20.5 10.5 17.5

単位:m

単位:m

管端部

仕切弁部
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Q：T字管の枝管側にバルブが連結されてい
る場合、バルブの一体化長さを確保するの
でしょうか？

A：T字管の枝管とバルブの間が一体化されて
いる場合は、T字管の早見表の一体化長さ
を適用して下さい。

Q：曲管が異方向に連結している場合、一体
化長さはどう考えればいいですか？

A：曲管が異方向に連結している場合は、そ
れぞれの曲管の角度で一体化長さを確保
して下さい。

Q： 既設管との連絡部の一体化長さはど
う考えればいいですか？

A： K形等の一般継手管路の既設管との
連絡部においては、曲管から連絡部ま
での距離が、a)早見表の2倍の長さ も
しくは b)計算による従来の長さ を確
保出来ていれば、早見表の一体化長さ
を確保して下さい。

 ※a)もしくはb)の距離が確保出来てい
ない場合は、曲管部に防護コンクリー
トを打設して下さい。

　鎖構造管路では、異形管前後の管を離脱防止継手で一体化し、管と土との摩擦力や管背面の地盤反力、あるいは離
脱防止継手の曲げ剛性で不平均力を保持する方法が採用されています。この一体化長さの設計については、小口径耐
震管路では煩雑な計算を極力減らし、設計を従来よりも簡略化するために早見表が導入されており、日々の設計業務
にご活用頂いております。
　しかしながら、この早見表も配管パターンによる一体化長さの考え方が様々あり、分かりづらいという声も多く寄
せられてきました。そこで、より簡単に一体化長さの考え方を理解して頂くため、モデル管路を用いた検討事例を
Q&A形式で下記の資料にまとめました。協会ホームページにも掲載しています。

呼び径 150

設計水圧 0.75MPa

土被り 0.8m

土の単位体積重量 16kN/㎥

管と土の摩擦係数 0.3

注)  1．単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保する。
 2．枝管の呼び径で判断し、枝管側に表中の一体化長さを確保する。

なお、本管側の一体化長さは呼び径によらず両側とも1mとする。
備考)  1．適用条件は以下の通りである。
  ①設計水圧  ： 1.3MPa以下
  ②土被り ： 0.6m以上
  ③埋戻し条件 ：一般的な埋戻し土でN値5程度以上の締固め
 2．表中の設 計 水 圧は、0.75MPaは0.75MPa以下の場合、

1.3MPaは0.75MPaを超え1.3MPa以下の場合に適用する。な
お、設計水圧は静水圧と水撃圧を加えたものとする。

 3．曲管が2個以上の複合曲管部で90°を超え112.5°以下の角度で
あれば表の45°を超え90°以下の曲管部の一体化長さをそのま
ま適用出来る。ただし、112.5°を超える角度については管端部
の一体化長さを用いる。

各種パターンによる一体化長さの考え方について

モデル管路の検討条件

曲管部およびT字管部の早見表

誌上講座

5

6

6

7

7

5

呼び径

曲管部1）

T字管部2）
22.5°以下

22.5°を超え
45°以下

45°を超え
90°以下

設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa）

0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

75

1
1

1

1

1
4

1

1
100 5

150
4

6
6

200 8

250 2 6 11 2 7

300 2 7 7 16 7 13

単位:m

各種パターンによる
一体化長さの考え方
【GX形】

呼び径75〜300
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Q：T字管の枝管側にバルブが連結さ
れている場合、バルブの一体化長
さを確保するのでしょうか？

A：T字管の枝管とバルブの間が一体
化されている場合は、早見表の一
体化長さを適用して下さい。

Q：曲管が異方向に連結している場合、一体
化長さはどう考えればいいですか？

A：曲管が異方向に連結している場合は、それ
ぞれの曲管の角度で一体化長さを確保し
て下さい。

5

6

6

Q： 既設管との連絡部の一体
化長さはどう考えればいい
ですか？

A： K形等の一般継手管路の
既設管との連絡部において
は、曲管から連絡部までの
距離が、a)早見表の2倍の
長さ もしくは b)計算による
従来の長さ を確保出来てい
れば、早見表の一体化長さ
を確保して下さい。

 ※a)もしくはb)の距離が確
保出来ていない場合は、曲
管部に防護コンクリートを
打設して下さい。

7

7

5

注)  1．単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保する。
 2．枝管の呼び径で判断し、枝管側に表中の一体化長さを確保する。

なお、本管側の一体化長さは呼び径によらず両側とも1mとする。
備考)  1．適用条件は以下の通りである。
  ①設計水圧  ： 1.3MPa以下
  ②土被り　 ： 0.6m以上
  ③埋戻し条件  ：一般的な埋戻し土でN値5程度以上の締固め
 2．表中の設計水圧は、0.75MPaは0.75MPa以下の場合、1.3MPa

は0.75MPaを超え1.3MPa以下の場合に適用する。なお、設計
水圧は静水圧と水撃圧を加えたものとする。

 3．曲管が2個以上の複合曲管部で90°を超え112.5°以下の角度で
あれば表の45°を超え90°以下の曲管部の一体化長さをそのま
ま適用出来る。ただし、112.5°を超える角度については管端部の
一体化長さを用いる。

 4．管には必ずポリエチレンスリーブを施工する。

曲管部およびT字管部の早見表 単位:m

呼び径

曲管部1）

T字管部2）
22.5°以下

22.5°を超え
45°以下

45°を超え
90°以下

設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa）

0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

75

1 1 1 1
1 4

1
1

100

150 4 6 6各種パターンによる
一体化長さの考え方
【NS形（E種管）】
呼び径75〜150

呼び径 150

設計水圧 0.75MPa

土被り 0.8m

土の単位体積重量 16kN/㎥

管と土の摩擦係数 0.3

モデル管路の検討条件

各種パターンによる一体化長さの考え方について誌上講座
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Q：管路末端部の近傍に曲管がある場合、一体化
長さはどのように確保すればいいですか？

A：曲管の一体化長さを適用するのではなく、管
端部の一体化長さを確保します。また、曲管
の両側に管端部の一体化長さを分けて確保し
ても構いません。（一体化長さに異形管の長
さは含めない）

Q：複数曲管が同方向で連結している場合、一体
化長さはどう考えればいいですか？

A：複数曲管が同方向に連結している場合は、全
ての角度を足し合わせて曲管の角度とし、一
体化長さを確保して下さい。

Q：バルブが一体化長さの範囲に複数ある場合、それぞれの一体
化長さを確保するように考えないといけないのでしょうか？

A：バルブが複数ある場合は、バルブひとつ分の一体化長さを確
保して下さい。（一体化長さに異形管（仕切弁等含む）の長さ
は含めない）

Q：曲管が連続する場合、一体化長さ
はどう考えればいいですか？

A：曲管が連続している場合は、連続
している一番最後の曲管の角度の
一体化長さを確保して下さい。

備考)  1．計算条件は以下の通りとした。
  ①土の単位体積重量：16kN/㎥　②管と土の摩擦係数：0.3
 2．計算結果は0.5m単位で切り上げた。
 3．仕切弁部の一体化長さを確保する位置は片側のみで確保する場合である。

管端部および仕切弁部の早見表（計算値）

1

1

2

3

3

2

4

4

単位:m

備考)  1．計算条件は以下の通りとした。
  ①土の単位体積重量：16kN/㎥　②管と土の摩擦係数：0.3
 2．計算結果は0.5m単位で切り上げた。
 3．一体化長さは大管側のみで確保する長さである。
 4．土被りは大管側の土被りとした。

片落管部の早見表（計算値） 単位:m

呼び径
土被りh＝0.6m 土被りh＝0.8m 土被りh＝1.0m 土被りh＝1.2m 土被りh＝1.4m

水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa）

大管 小管 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

100 75 3.5 6.0 3.0 4.5 2.5 4.0 2.0 3.5 1.5 3.0

150 100 6.5 11.0 5.0 8.5 4.0 7.0 3.5 6.0 3.0 5.0

呼び径

土被りh＝0.6m 土被りh＝0.8m 土被りh＝1.0m 土被りh＝1.2m 土被りh＝1.4m

水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa） 水圧（MPa）

0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

75 7.5 12.5 5.5 9.5 4.5 8.0 4.0 6.5 3.5 5.5

100 9.0 15.5 7.0 12.0 5.5 9.5 5.0 8.0 4.0 7.0

150 12.5 21.0 9.5 16.5 8.0 13.5 6.5 11.5 6.0 10.0

大管側

管端部

仕切弁部

小管側
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Q：T字管の枝管側にバルブが連結さ
れている場合、バルブの一体化長
さを確保するのでしょうか？

A：T字管の枝管とバルブの間が一体
化されている場合は、早見表の一
体化長さを適用して下さい。

Q：曲管が異方向に連結している場合、一体
化長さはどう考えればいいですか？

A：曲管が異方向に連結している場合は、それ
ぞれの曲管の角度で一体化長さを確保し
て下さい。

5

6

6

Q： 既設管との連絡部の一体
化長さはどう考えればいい
ですか？

A： K形等の一般継手管路の
既設管との連絡部において
は、曲管から連絡部までの
距離が、a)早見表の2倍の
長さ もしくは b)計算による
従来の長さ を確保出来てい
れば、早見表の一体化長さ
を確保して下さい。

 ※a)もしくはb)の距離が確
保出来ていない場合は、曲
管部に防護コンクリートを
打設して下さい。

7

7

5

注)  1．単独曲管部では曲管の両側に一体化長さを確保する。
 2．枝管の呼び径で判断し、枝管側に表中の一体化長さを確保する。

なお、本管側の一体化長さは呼び径によらず両側とも1mとする。
備考)  1．適用条件は以下の通りである。
  ①設計水圧  ： 1.3MPa以下
  ②土被り　 ： 0.6m以上
  ③埋戻し条件  ：一般的な埋戻し土でN値5程度以上の締固め
 2．表中の設計水圧は、0.75MPaは0.75MPa以下の場合、1.3MPa

は0.75MPaを超え1.3MPa以下の場合に適用する。なお、設計
水圧は静水圧と水撃圧を加えたものとする。

 3．曲管が2個以上の複合曲管部で90°を超え112.5°以下の角度で
あれば表の45°を超え90°以下の曲管部の一体化長さをそのま
ま適用出来る。ただし、112.5°を超える角度については管端部の
一体化長さを用いる。

 4．管には必ずポリエチレンスリーブを施工する。

曲管部およびT字管部の早見表 単位:m

呼び径

曲管部1）

T字管部2）
22.5°以下

22.5°を超え
45°以下

45°を超え
90°以下

設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa） 設計水圧（MPa）

0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3 0.75 1.3

75

1 1 1 1
1 4

1
1

100

150 4 6 6各種パターンによる
一体化長さの考え方
【NS形（E種管）】
呼び径75〜150

呼び径 150

設計水圧 0.75MPa

土被り 0.8m

土の単位体積重量 16kN/㎥

管と土の摩擦係数 0.3

モデル管路の検討条件

各種パターンによる一体化長さの考え方について誌上講座



70 ダクタイル鉄管

規格ニュース
平成30.4第 102号

JDPA Ｇ 1046（ＰＮ形ダクタイル鋳鉄管）
　この規格は、既設あるいは新設のさや管内に呼び径の小
さい新管を押し込み、又は持ち込んで配管するパイプ・イ
ン・パイプ工法に用いる呼び径300～1500 ＰＮ形ダクタ
イル鋳鉄管について規定したものである。
　今回、JDPA Ｇ 1051〔ＰＮ形ダクタイル鋳鉄管(ＪＰ方

規格 JDPA Ｇ 1046 JDPA Ｇ 1051
適用

( 対さや管 )
押込工法 押込工法（ＪＰ方式） 持込工法（ＣＰ方式）

1呼び径ダウン以上 2 呼び径ダウン以上 3呼び径ダウン以上
呼び径 700 ～ 1500

直管の管厚 1種管 (すべての呼び径 )　2種管 (呼び径 400 以上 )
3 種管 (呼び径 500 以上 )　4種管 (呼び径 600 以上 ) 1種管 Ｐ種管(3 種管及び

4 種管相当)
セットボルト あり なし
スプリング なし 呼び径 900 以上

タイプ 直管 直管
〔溶接リング付き〕

直管
〔フランジ・リブ付き〕 直管

直管
＋

キャスタバンド
(スペーサ)

直管
(ＤＧタイプ )

＋
キャスタバンド

直管

直管の
継手構造

・呼び径 700・800 の継手構造を示す。・ロックリングは受口外面から挿入する。	 ・呼び径 700・800 の継手構造を示す。

異形管の種類 受挿し短管、フランジ付きＴ字管、継ぎ輪、
両フランジ短管、両フランジ片落管

受挿し短管(JP 方式及び CP 方式 )､ 曲管 (CP 方式 )､
フランジ付きＴ字管(JP 方式及び CP 方式 )､ 継ぎ輪 (JP 方
式及び CP 方式 )､ 両フランジ短管(JP 方式及び CP 方式 )､
両フランジ片落管(JP 方式及び CP 方式 )

規格 JDPA Ｇ 1046

適用 ( 対さや管 )
押込工法 持込工法

1 呼び径ダウン以上 2 呼び径ダウン以上 3 呼び径ダウン以上

呼び径 300 ～ 1500 700 ～ 1500

直管の管厚 1 種管 ( すべての呼び径 )、2 種管 ( 呼び径 400 以上 )、
3 種管 ( 呼び径 500 以上 )、4 種管 ( 呼び径 600 以上 ) 注 1） 1 種管 1 種管、2 種管

3 種管、4 種管

セットボルト なし
スプリング 呼び径 900 以上

タイプ 直管 直管
〔溶接リング付き〕

直管
〔フランジ・リブ付き〕

直管
＋

キャスタバンド注 2）

(ＳＴタイプ )

直管 ( ＤＧタイプ )
＋

キャスタバンド注 2）

( ＤＧタイプ )
直管

直管の継手構造

異形管の種類 受挿し短管、曲管注 3）、フランジ付きＴ字管、継ぎ輪、両フランジ短管、両フランジ片落管

注１）　4 種管は、管路の線形及び施工延長に制限が設けられている。　
注２）　キャスタバンドは参考であり、当規格には含まない。
注３）　曲管は持込工法に用いる。
※　詳細は、JDPA T 36（ダクタイル鉄管によるパイプ・イン・パイプ工法　設計と施工）による。

【従来】

【現在】

呼び径 700・800 の継手構造を示す（従来の
JDPA Ｇ 1051 と同じ）。

式及びＣＰ方式)〕と統合し、継手に抜け出し力が働いた場
合にロックリングが管外面に絞られる継手構造に変更、直管

（ＤＧタイプ）及び曲管を追加、施工部品のキャスタバンド
を追加するなどして平成29年10月5日付けで改正した。
　従来と現在の比較を以下に示す。

300 ～ 1500
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JDPA Z 2004

　この規格は、JIS、JWWA、JSWAS、JDPA規格又はそ
れらに準じて製作する呼び径50～2600のダクタイル鋳
鉄管、ダクタイル鋳鉄異形管、ソフトシール仕切弁（ＧＸ形
のみ）、接合部品、塗覆装などに行う表示を規定している。
　今回、適用管種の追加、直管の挿し口部白線表示に文字
などの情報の表示を追加するなどして平成29年10月5日
付けで改正した。
　主な内容を以下に示す。

1　適用管種
　この規格の適用管種にＧＸ形管、ＮＳ形管(Ｅ種管)、Ｓ５０
形管、ＡＬＷ形管を追加した。

2　直管の挿し口部白線表示
　図1に示すように、直管の挿し口部白線表示には、文字な
どの情報を表示してもよいこととした。

JDPA Ｚ 2004（ダクタイル鋳鉄管類の表示）

3　異形管などの挿し口部白線、赤線、黄線表示
3.1　対象製品
　異形管などの挿し口部白線、赤線、黄線表示を行う対象
製品を表1に示す。

表 1　挿し口部白線､ 赤線､ 黄線表示を行う対象製品
表示 呼び径 対象製品

白線

75 ～ 300 ＧＸ形Ｐ-Ｌｉｎｋ
75 ～150 ＮＳ形受挿し短管(Ｅ種管 )

100 ＮＳ形受挿し短管(Ｅ種管 )
ロング

75 ～ 600 Ｋ形異形管
75 ～ 250 Ｔ形異形管

赤線

75 ～ 300・400 ＧＸ形異形管ＧＸ形ソフトシール仕切弁
75 ～ 300 ＧＸ形Ｐ-Ｌｉｎｋ
300 ～ 450 ＮＳ形異形管

75 ～150 ＮＳ形異形管(Ｅ種管 )
ＮＳ形受挿し短管(Ｅ種管 )

100 ＮＳ形受挿し短管(Ｅ種管 )
ロング

黄線 500 ～1000 ＮＳ形異形管
注記　ＧＸ形Ｐ-Ｌｉｎｋ、ＮＳ形受挿し短管(Ｅ種管 )及びＮＳ

形受挿し短管(Ｅ種管)ロングは、白線と赤線を表示する。

図 1　文字などの情報を表示した挿し口部白線表示（例）

図 2　ＧＸ形Ｐ - Ｌｉｎｋの挿し口部白線表示

図 3　ＧＸ形異形管などの挿し口部赤線表示

3.2　挿し口部白線表示
　挿し口部白線表示は、接合状況を外面から確認できるよ
うにしている。
　図2に示すように、ＧＸ形Ｐ-Ｌｉｎｋの挿し口部白線表示の
線の幅は、他の対象製品に合わせて5mmから10mmに変
更した。

3.3　挿し口部赤線表示
　図3に示すように、ライナを装着した直管の受口に挿入
する異形管などの挿し口の挿入量を確認するために5mm
幅の赤線を追加した。

単位 ㎜

単位 ㎜

3.4　挿し口部黄線表示
　挿し口部黄線表示は、接合時の異形管の挿し口と受口と
の曲がりの状態を確認できるようにしている。
　なお､従来､ＧＸ形異形管、呼び径300～450 ＮＳ形異
形管にも行っていたが、挿し口部赤線表示に変更したこと
から削除した。

70 ダクタイル鉄管

規格ニュース
平成30.4第 102号

JDPA Ｇ 1046（ＰＮ形ダクタイル鋳鉄管）
　この規格は、既設あるいは新設のさや管内に呼び径の小
さい新管を押し込み、又は持ち込んで配管するパイプ・イ
ン・パイプ工法に用いる呼び径300～1500 ＰＮ形ダクタ
イル鋳鉄管について規定したものである。
　今回、JDPA Ｇ 1051〔ＰＮ形ダクタイル鋳鉄管(ＪＰ方

規格 JDPA Ｇ 1046 JDPA Ｇ 1051
適用

( 対さや管 )
押込工法 押込工法（ＪＰ方式） 持込工法（ＣＰ方式）

1呼び径ダウン以上 2 呼び径ダウン以上 3呼び径ダウン以上
呼び径 700 ～ 1500

直管の管厚 1種管 (すべての呼び径 )　2種管 (呼び径 400 以上 )
3 種管 (呼び径 500 以上 )　4種管 (呼び径 600 以上 ) 1種管 Ｐ種管(3 種管及び

4 種管相当)
セットボルト あり なし
スプリング なし 呼び径 900 以上

タイプ 直管 直管
〔溶接リング付き〕

直管
〔フランジ・リブ付き〕 直管

直管
＋

キャスタバンド
(スペーサ)

直管
(ＤＧタイプ )

＋
キャスタバンド

直管

直管の
継手構造

・呼び径 700・800 の継手構造を示す。・ロックリングは受口外面から挿入する。	 ・呼び径 700・800 の継手構造を示す。

異形管の種類 受挿し短管、フランジ付きＴ字管、継ぎ輪、
両フランジ短管、両フランジ片落管

受挿し短管(JP 方式及び CP 方式 )､ 曲管 (CP 方式 )､
フランジ付きＴ字管(JP 方式及び CP 方式 )､ 継ぎ輪 (JP 方
式及び CP 方式 )､ 両フランジ短管(JP 方式及び CP 方式 )､
両フランジ片落管(JP 方式及び CP 方式 )

規格 JDPA Ｇ 1046

適用 ( 対さや管 )
押込工法 持込工法

1 呼び径ダウン以上 2 呼び径ダウン以上 3 呼び径ダウン以上

呼び径 300 ～ 1500 700 ～ 1500

直管の管厚 1 種管 ( すべての呼び径 )、2 種管 ( 呼び径 400 以上 )、
3 種管 ( 呼び径 500 以上 )、4 種管 ( 呼び径 600 以上 ) 注 1） 1 種管 1 種管、2 種管

3 種管、4 種管

セットボルト なし
スプリング 呼び径 900 以上

タイプ 直管 直管
〔溶接リング付き〕

直管
〔フランジ・リブ付き〕

直管
＋

キャスタバンド注 2）

(ＳＴタイプ )

直管 ( ＤＧタイプ )
＋

キャスタバンド注 2）

( ＤＧタイプ )
直管

直管の継手構造

異形管の種類 受挿し短管、曲管注 3）、フランジ付きＴ字管、継ぎ輪、両フランジ短管、両フランジ片落管

注１）　4 種管は、管路の線形及び施工延長に制限が設けられている。　
注２）　キャスタバンドは参考であり、当規格には含まない。
注３）　曲管は持込工法に用いる。
※　詳細は、JDPA T 36（ダクタイル鉄管によるパイプ・イン・パイプ工法　設計と施工）による。

【従来】

【現在】

呼び径 700・800 の継手構造を示す（従来の
JDPA Ｇ 1051 と同じ）。

式及びＣＰ方式)〕と統合し、継手に抜け出し力が働いた場
合にロックリングが管外面に絞られる継手構造に変更、直管

（ＤＧタイプ）及び曲管を追加、施工部品のキャスタバンド
を追加するなどして平成29年10月5日付けで改正した。
　従来と現在の比較を以下に示す。

300 ～ 1500



72 ダクタイル鉄管 平成 30.4 第 102 号

　高松水道展に出展！！　～雨にも負けず　風にも負けず～
　超大型の台風21号の襲来を受け、高松水道展は当初の3日間から2日間に開催日程を変更し、
「耐震化・更新を実行し、続けよう水道の信頼を！！」をテーマにサンポート高松シンボルタワー北
側広場にて開催。127社・団体が出展し、最新の水道技術や製品のＰＲを行いました。
　日本ダクタイル鉄管協会も『管路の末端から幹線まであらゆるニーズに応えるダクタイル鉄管　
～ユーザーと共に歩んだ70年～』をコンセプトに出展しました。展示ブースでは、90インチモニ
ターを使ったプレゼンテーションを実施し、協会の歴史や継手開発の歴史、様々な管路構築に対
応できる製品ラインアップ、お客様と共に様々な課題に取り組む協会活動など広く紹介し、好評を
得ました。また、ブースの壁面には4枚のＬＥＤパネルを設置し、パネル前面の展示台にはＳ50形
管、ＧＸ形管（呼び径300）、ＮＳ形Ｅ種管のカットサンプルを展示することにより、実際に見て・触
れてもらいながら、多くのお客様にダクタイル鉄管の良さをＰＲすることができました。



協会ニュース 73

平成29年度もダクタイル鉄管協会セミナー　全国23会場で開催

　日本ダクタイル鉄管協会では平成29年度、管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情
報や先進事業体の実例を学識者や事業体職員を講師に招き、セミナーを全国23会場で実施しまし
た。

北海道支部

関東支部

関西支部

九州支部

東北支部

中部支部

中国四国支部

会場によっては展示コーナーも設置しました

72 ダクタイル鉄管 平成 30.4 第 102 号

　高松水道展に出展！！　～雨にも負けず　風にも負けず～
　超大型の台風21号の襲来を受け、高松水道展は当初の3日間から2日間に開催日程を変更し、
「耐震化・更新を実行し、続けよう水道の信頼を！！」をテーマにサンポート高松シンボルタワー北
側広場にて開催。127社・団体が出展し、最新の水道技術や製品のＰＲを行いました。
　日本ダクタイル鉄管協会も『管路の末端から幹線まであらゆるニーズに応えるダクタイル鉄管　
～ユーザーと共に歩んだ70年～』をコンセプトに出展しました。展示ブースでは、90インチモニ
ターを使ったプレゼンテーションを実施し、協会の歴史や継手開発の歴史、様々な管路構築に対
応できる製品ラインアップ、お客様と共に様々な課題に取り組む協会活動など広く紹介し、好評を
得ました。また、ブースの壁面には4枚のＬＥＤパネルを設置し、パネル前面の展示台にはＳ50形
管、ＧＸ形管（呼び径300）、ＮＳ形Ｅ種管のカットサンプルを展示することにより、実際に見て・触
れてもらいながら、多くのお客様にダクタイル鉄管の良さをＰＲすることができました。
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編 集 後 記
●巻頭言は、全国簡易水道協議会会長の

京極町の山崎町長に簡易水道の課
題、水道事業の基盤強化について原
稿を執筆いただきました。

●今号の対談では、東京大学大学院の滝
沢教授と群馬東部水道企業団の鈴木
局長に広域化と官民連携をテーマに
語り合っていただきました。群馬東
部水道企業団は平成 28 年に 3 市 5
町の水道事業を統合した水道企業団
です。その翌年の 4 月からは群馬東
部水道サービスと官民連携事業を開
始されています。滝沢教授からは、水
道事業における官民連携の難しさを
語られています。滝沢教授の言葉と
して、「水道事業は管路の維持管理一
つを見ても、例えば地域固有の土壌
環境があり、経験でしか理解するこ

とができず、理屈だけを知っていて
も、相当な部分、その地域で実際に水
を運用した経験があるプロパー職員
だけが知るノウハウが必要」と述べ
られています。群馬東部水道企業団
は広域化という難しい課題を乗り越
えられて、その後、官民連携、そして
次に県の用水供給事業との統合の協
議を進められていることをお聞きし
ました。地域の未来の水道を考える
群馬東部水道企業団の職員の皆さん
の姿に敬服しました。

●技術レポートは、豪雨災害によるダク
タイル鉄管を用いた復旧、ＮＳ形（Ｅ
種管）の採用について、ダクタイル鉄
管によるインフラ整備、Ｓ50 形の採
用、奈良県の広域化など、6 つの事業
体に執筆いただきました。

76 ダクタイル鉄管 平成30.4 第102号
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